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AbstractInorder

　to　investigate　the　image 　of　black　color 　and 　the　food　associated 　from　black　color，　the　questionnaire　studies

were 　preformed　by　using 　SD　method 　for　university 　students 　in　Japan （KyotQ），　KQrea （Seoul），
　China（Beijing），

Taiwan （Taipei）and 　Thailand（Bangkok），The　statistical　analyses 　were 　performed　by　SPSS 　program．　Among 　these

five　countries ，　the　image ＄ for　black　color 　were 　significantly （p＜0．05＞different　in　four　di幵erent　pairs　of　antonymous

adjectives ，　i．e ．，　safety −danger，　quieトconspicuous ，　simple −complex 　and 　gQod −bad．　Especially，　the　students 　in
Thailand　had　di幵erent 　images　for　black　color 　from　those　in　other 　four　countries ．　By　the　factor　analyses 　of　images

for　black　color ，　three　factors，　i．e ．，solidity，
　high　quality　and　dignity，　were 　extracted ．

Foods　associated 　from　black　color 　were 　shQwn 　to　be　associated 　with　their　own 　food　cultures．　But　the　common

images　for　black　color 　foods　were 　
l圏
easy 　to　get

”
and 　

I’
good　forhealth”．

The　images 　for　black　color 　and 　black　color 　foods　were 　not 　same ．

Keywords：black　color ，　black　color　foods，　East　Asia，　image　analysis

要　旨

　黒色と黒色食品に対するイメ
ージを調べ る目的で 、日本 （京都）、韓国 （ソ ウル ）、中国 （北京）、台湾 （台北）、タイ

（バン コ ク）の大学生を対象にSD 法でア ン ケ
ー

ト調査 を行 っ た。調査結果は、　SPSS を用 い て 統計処理 を行 っ た 。 こ

れ らの 国で 、黒色の イメ
ー

ジにつ い て最も違い が大きか っ た （ρく0．05 ）形容詞対は、安全な
一危険な、地 味な

一
派

手な、単純な
一
複雑な、艮い 一悪い の 4 つ で あ っ た。特に、タ イ の 大学生 は、黒に対 して他の4 つ の国の大学生と

は異なるイメ
ー

ジを持 っ て い た 。 黒のイメ
ージを因子分 析に供 した と こ ろ、剛質性、上質性 、重厚性の 3 つ の 因子

が抽出さ れた 。 黒色か ら連想 された食品は各々の 国の食文化を反映 していた。こ れ らの 食品 に た い するイメ
ー

ジは、

いずれの国におい て も身近 で 健康に良い とするものであ っ た。黒にたい するイメ
ージと黒い食品のイメ

ー
ジは

一
致

しなか っ た c

キ
ー

ワ
ー

ド ；黒色、黒色食品、東アジア 、イメ
ージ分析
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1緒 言

　食べ 物の お い しさや食品の 品質を判断する際に は

味覚だ けでな く視覚、嗅覚、聴覚、触覚などの五感 を

駆使 して総合的に成されるが、中で も視覚を通 して得

られる情報によるも の が最も大ぎい とされて い る
〔1〕

。

そ して 視覚情報の 中で も、色彩によるもの は人間の感

「1生に直接働きかけ、様々な感情を引き起こ す こ とが知

られて いる
q 〕

。 我々 も、食べ 物の おい しさや味寛感覚

に色彩が どの ように関わ っ て いるかにつ い て、い くつ

かの報告 を行 っ てきだ
2U3 ；

。

一
般 的に、暖色系は食欲を高め、寒色系 は食欲を低下

させる とされており、Blrrenらの色彩光線の違い に よ

る食欲の 促進 ある い は減退の実験結果 におい て も、青、

紫等の寒色 は食品と してあまり好ま しい色彩で はない

ことが示 されている
4

。

　と こ ろ で 、本研究で 着 目 した黒も、Blrrenによると

寒色 と同様 に食品 として好ましい 色で はない とされて

いる 。 しか しながら近年、わが国で は生活習慣病の増

加に伴う健康志向の 高ま りにより、黒色食品 は 、そ こ

に含まれる成分 のも つ 機能性からに わ かに脚光 を浴

び利用 頻度が高ま っ て い 6
’1’」1，’・s ／

，’，・7 ）
。また、わが国で

は、黒は食品 に限らず漆器に代表 されるよ うに、昔か

ら 器 や膳の 色 として 食卓で 使用 されて い る。

　色の象徴内容は、そ れぞれの 社会が持 っ ている文化

に影響 を受けるため、文化が異なれば違いが生 じるこ

とが明らかにされて い る
・13／’

。例え ば、人種 的
・地理

的
・
文化 的要因 によ り、西洋と東洋と で は異な り、同

じア ジアでも国 に よ り若干異なる とされて いる
割

。 齋

藤 らによる東ア ジアに位置する 日本 、韓国 、台湾に お

ける色彩嗜好調 査でも、日本で はライ トト
ー

ン 、韓 国

では黒及 びあざやかな ト
ー

ン に台湾ではあざやかな ト

ーン に高い嗜好性が あると国 によ っ て 違い があるこ

とが示 されて い る
冊 剛

。一
方、色 の 持つ さ まざまな

心理作 用 ・生理作用は文化を超えて共通すると こ ろも

ある とされ
（ド ）

、干々 岩らは、「人 類の 色彩に対する認

知や感情は7 害1」が普遍的、3割が個別的で ある」と結論

づけ て い る
罰

。

　 と ころで、黒は、色彩の 世界にお い て最も基本 とな

る色 で あ りながら、肯定的意口床（高買、魅惑的）と否定

的意味（陰気、不気味）を併せも っ て い る色と さ れ 6flL）。

本能的 に 闇 や 恐 怖を連想さぜ るため人 々 に嫌悪され

る色であるが、世界的な嗜好色で もあると報告されて

い る
11E ：

。

　東 ア ジ ア に は 、苔か ら陰陽五行 思想 （陰陽五 行説）

　　　
一
　 　 　 　 ．　 　 ． ニー 1145「

一 一
＝

があ D 、黒は陰陽五行思想における五色彩（赤、青（緑）、

黄、臼、黒）の ］つ とされ、天の色として蠱要視されて

き た 。 陰陽五 行思想における五 色彩は「食の五原色」

とも言われ、日本料理で は五色 を盛 り込む約束事があ

り、韓国料理 においても、「五 味五 色の そろ っ た料理」

が基本とされてぎた
（13）

。

　一
般的に、色彩は使用される対象物によ っ てもその

評価が異な る。そ こ で 、本研究では、黒に着目し、独

目の文化を形成 しな がらも昔か ら深い 関わ りを持ち 、

米 を主食と し、日常の食事に箸を使用するなど食生活

上に多くの共通点を持つ 東ア ジ アの大学生 を対象に

現代の 若者が黒に対して どのような色彩感情を持 っ て

いるのかを調査 した 。 さらに 、わが国の黒い 食品 に対

する関心の高さもあり、黒から連想される食品とそれ

ら に 対す る イ メージに つ い て も調査を行い 、他の 国々

における黒い食品の位置づけを探 っ た 。

2．研究方法

2．1 調査方法

　ア ンケ
ー

ト調査は2001 年7月か ら 12月にか けて、

日本 （京都）、韓国（ソ ウル ）、中国 （北京）、台湾 （台北）、

タイ （バ ン コ ク）の大学生および大学院生を対象に行

っ た。調査を実施するにあた っ て使用した言語は日本

語、英語、韓国語、中国語、タイ語 の5種類であ D、Eヨ

本語で ア ン ケート調査票を作成 し、それをもとに各言

語 に 翻訳 した。各言語 へ の 翻訳は、日本語が十分理解

できる各々の国の人々 に依頼 した．

　ア ンケートの配布および 回収は、各国の教員 に委託

した。有効 回収数は、日本78 名 （回収率goo／， ）、韓国

137 名 （回収率90％）、中国 54 名 （回収率 88％）、台

湾29名 （回収率65 ％）、タイ87 名 （回収率8296 ）、計

385 名 （回収率平均 830／0 ）で あ っ た 。男性は 115 名、

女性は 270 名で 、平均年齢は221 歳である。

2．2 調査内容

　ア ン ケ
ー

トの 内容は 、対象者の 属性を示す項目3項

圉、黒色に対するイメ
ージに関 して 30 項目、黒色から

連想す る 食品 お よびそれ らに対するイメ
ー

ジに関する

質問 5 項目、黒色か ら連想するも の およびそれらのイ

メ
ー

ジに関する質問か ら構成されて い る 。

　黒色に対 して 持 っ ているイメ
ー

ジに関 しては、SD 法

を用 い 、表 1に 示す30 の 形容詞対につ い て 7件法 で 回

答 を得た 。 黒色 か ら連 想す る 食品 に つ い て は 、5つ を

限度に 自由に食品名を列挙 してもらい、それ らの食品

N 工工
一Electr 。 n ・ c 　 L ・ brh ・ y　 Serv ・
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につ いてのイメ
ー

ジを、5つ の形容詞対を用い て （表2）

7件法で回答 を得た。

2．3 統計処理

　7 件法で質 問したイメ ージに つ い て、1点か ら 7点

を割 り当てて 得点 化 し、こ れ らの 調査結果 をSPSS

（WINDOWS ］0 ．O 　version ）を用い て 統計処理を行 っ

た 。得 られたイメ
ー

ジス コ アを因子分析に供し、因子

構 造 を 調 べ た 。抽 出 さ れ た 因 子 に つ い て は

Cronbachls α を求め、信頼性を検討 し（0 ．7 ≦ α ）、妥

当 性が得 られ た因 子 につ いて は、改め て名前を付け 、

分析に供 した。

　2国間の差に つ いては、その項目につ い て平均点を

求め、t検定によ り比較 した。

3．結果及び考察

3．1 黒色の イメージ

　黒色の イメージを明 らか にす るため に、各国こ とに

30 の形容詞対の平均得点を算出しイメ
ー

ジプ ロ フ ィ

ー
ル を得た 。 図 ］は、国によ っ て 評価に違い が認 め ら

れた項目につ い てイメ
ージプロ フ ィ

ー
ル を示 した も の

であ る。違いが認められた形容詞対は、「あたたかい
一

つ め た Ll 、「安定 した
一
不安定なk 「安全な

一危険な」、

「豪華な一質素な」、「地味な
一

派手な」、「進歩的な
一保

守的な」、「狭い一広い」、「単純な
一複雑な」、「非凡な

一

平凡 な」、「艮 い
一

悪 い 」で あっ た 。 特に、「安全な
一

危

険な」、「地味な
一
派手な」、「単純な一複雑な」、「良い

一

悪 い」の 4 つ の 形容詞対は国による差が大 ぎ い こ と が

示 された。特に、タイでは、他の国 と異 な り、黒に対

表 1 黒色に対するイメージ調査用紙

あなたは「黒色」に 対してどの ような イメ
ー

ジを持 って いますか ワ

u 月轟い
；乱1ハ
襾 ，「．；∫8 力、し、
／甲 し 、

ン 、2 な

蜜 疋 Lドた
大 K ．’「冠 し 、

單 レ、
開 盲只 囗句 鳳
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表2　黒色か ら連想する食品調査用紙

あなたが 「黒色 iか ら連想する食 品を 5 つ まで挙げてください ．
〔必 ずしも5個答える必要はありませ ん）

一
　 〔蒟 な た が 二 の 食 品 に 対 し て 時って い る イメージ ：．

平 凡 Sg

．Ifft／°一” n．，、
豊 h、も
漁 し 

1Lw ，1＝　　 か u−o 　　 、りΨ　　　
」
顳 下　　 ヤ・tn　　 t・／・t．rt二，　 ，に物 r

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 使聿縻 1「一悪 レ 1

L −一一⊥一一一 　　ま 司・い
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L− − L − − L −一⊥ 一一⊥ 一一⊥ 一一」　 身 近
一
c な い

L − − L ＿＿L ＿＿⊥＿＿L − ⊥ ＿＿」 　 人 気 ア梅 い

あた たか い

安全な

安定した

豪華な

地味な

進歩 的な

狭い

単純 な

非凡 な

良い

非常 1・ かな
・
丿 やや 顎 著 b “ かなり IP＃ 1：

　 　 　 　 日本

一一一一一m
　中国

一一一一 タイ

’’’’’’”…”呷「
韓 国

■’口’■
　台 湾

つ めた い

危険な

不安定な

質素な

派手な

保守 的 な

広い

複 雑 な

平 凡 な

悪 い

図 1　 SD法に よ うる黒色のイメ
ー

ジプロ フ ィ
ー

ル

　　 （国による違い が認められた 10 の形容詞）
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図2　 SD 法 に ようる黒色 の イ メージプ ロ フ ィ
ール

　　 （共通 した い イ メ
ー

ジが持 た れ て い た 20 の 形容詞 ）

一
．
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して 、地味な、複雑なのイメ
ージ 得点 が高か っ た 。

　そ の他の 20 の形容詞対に つ い て は、図 2に示 すよ

うに、得点に若干の差はあるものいずれの国 において

も類似 しており、暗い、深い、厚い、大人 っ ぽLX 重い 、

抑圧的な、固い、頑丈な、厳 しい 、高級な、悲 しい 、男

性的な 、正式な、静的な、洗練され た、強い、は っ き D

した 、などの イメージが もたれ て いた。つ ま りこれ ら

は文化を超え て共通 した黒のイメージと い える 。

　大正時代に黒か ら連想される言葉に つ い て 日本の学

生を対象に行われた調査結果
u4 ）

では、隠鬱、恐怖、力

強い、深い 、崇高、高尚 があげられている 。 また、黒色

の情緒的意味につ い て 1938 年、］949 年、1958 年

に行わ れた調 査結果
u4 ノ

、があ るが、いずれも悲 しい、

強い 、不安、抑制、強力な、支配 的な L 意気消沈、高買

な、不幸な 、偉大 なな どが挙げ ら れ て お D 、今回 の 調

査結果 とも
一致する項目が多い 。従 っ て 、こ れらのイ

メージは、文化的な違いだけでな く、時代を超えても

たれる共通 した黒の イメ
ージであるとも い える 。

　そ こ で 、黒 に対す る イ メ
ー

ジ に つ い て 、それ らを構

成 して い る因子を明らか にする 目的で、30 の形容詞

対を因子分析に供した 。 そ の結果 、表3 に示すように

5 つ の因子 が抽出された 。 各因子を構成 して い る形容

詞対の 内容を検討 し、さ らに信 頼性係数 （Cronbach
’
s

α ）を算出 した 。

　第 1因 子に つ い ては、信頼性係数 （cr　＝ 0、724 ）も

高く 、構成す る 形容詞対 、「厳 しい
一優 しい」、「固 い 一

やわ らかい」、「頑丈な
一繊細な」、「強い 一

弱 い」の 内容

が らも 1つ にす る ことは妥当だと判断 し、因子名を

表3　黒色の イ メ ージに関する因子分析結果

尺 度 化
1・・

第 1因 子 亂質 性 第 2因子 上 質 性 第 3囚 子 重厚性

“
剛質性

門
として新たな変数とした ．

　第 2因子 に つ い て は、信頼性係数 （cr　＝O．675 ）は

若干 0 ．7 を下回 っ た こ とか ら、構成 している形容詞対、

「洗練された
一

粗野な」、「高級な
一
低級な」、「単純な

一

複雑な」、「正式な
一略式な」、「女性的な

一
男性的な」、

「は っ き りした一ぼんやりした」、「艮い
一
悪い」、「安全

な一危険な」を再検討した。そ して、これ らの形容詞

対の 中か ら、「正式な一略式な」、「女性的な
一
男性的な」

の 2つ を除去し（除去後の α ＝ 0．706 ）、因子名を
’‘
上

質1生
’
と名づ けて 、新な変数とすることにした 。

　第3因子 （α
＝0．448 ：「静的な

一動的な」、「地味

な
一派手な」）と第4因子 （α ＝ 0．475 ：「非凡な

一
平

凡な」、「進歩的な
一
保守的な」、「豪快な

一
質素な」）は、

信頼性係数が 0．5以下 と低か っ たこと、及び因子を構

成する形容詞対の 内容に お い て も
一

つ にまとめ る こ

とには問題がある と考え、分析対象から除去する こ と

にした．

　第5因子は信頼性係数 （α ＝ 0 ．656 ）が 0 、7を若『
二

下 回 っ て い たが、「大人 っ ぽ い
一
子ども っ ぽい」、「重

い 一軽い」、「厚い
一
薄い 」の 3つ の形容詞対の内容か

ら 1つ の 因子に まとめる こ とは 妥当 で あ る と判断し、
．
重 厚性

1’
と名づけた。

　因子分析によ り新たに尺度化されたこれ らの3つ の

因子、剛質 性、上 質性、重厚性、は黒のイメ
ージを構

成する重要な因子と考えられ る。そこ で 、こ れ らにつ

い て 改め て 、国こ との得点を求め 、分析を行な っ た 。

　 まず 、
tt
剛質性

”
に関する得点であるが、図3 に示す

ようにタイで最 も高く、中国 で 最も 低い値に な っ た。

中国
一

タイ間 （p〈 001 ）、日本
一

タイ間 （p＜ O．05 ）

で有意 な差が見 られた 。

」L
上質「生

．
に関する得点は、図

4 に示すように 、韓国 で 最も高く、タイ で最も低か っ

駈
鯉
革

圖

図3

　 ．／　
「

6ピ

5

4
　 日本　　韓国　　中国　　台湾　　タイ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔α ；0772 〕

黒色の 剛質性 （固い
一

や わ らかい 、頑丈
一

繊細な、

厳しい
一一

優しい、強い
一

弱 い ） に 関する イ メ
ー

ジ

得点 （
＊

p＜ O．05 ，
H＊

p〈 0．01 ）
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た 。 また、い ずれの 2国 間 において も有意な差 （p＜

0．01 ）が見られ、
’」
上質性

”
は国によ っ て評価が大き く

異なる こ とが示された 。

’
重 厚性

門
に関する得 点は、図

5 に示 すように、日本 とタイで 最も高く、台湾で 最 も

低い 値にな っ た 。

　また 、30 の形容詞 対に関 して各国間 におけるイメ

ージ得点につ い て 有意 （p＜ 0．05 ）な差が認め られ た

形容詞対の 数を比較 したと ころ 、図 6に示 す よ うに

「日本
一

タイ」と「韓国
一タイ」間で多く、「中国

一台湾」

と「日本
一
韓国」間で は少なか っ た 。 また、　 タイは ど

の国と比較 して も有意差を示すもの が多か っ た。

　こ れらの 結果から、今回調査した東 アジアの国々 に

おいて現代の若者が持 っ て い る黒色のイメ
ージは 日本

と韓国、中国 と台湾間 で はそれぞれ類似して お り、タ

イだけが他の調査国と異な っ ていることが示唆された。

　色に対す る反応は、それぞれの色が人間の体に与え

る生理的作用と、個人の 記憶、経験 、 体験などから生

じる感覚、感情が複雑に絡み合 っ たもの で ある とされ

て いる
：
．．

丿

。 従っ て、地理的にも近い 日本と韓国、同 じ

文化的背景 をもつ 中国と台湾が類似 し、タイは他の調

　 ／ 厂
一．一一一

6f　…

　 ／
一一一．．

　／
5f

　

／．

　
　
　
4

噸
聖
吟
図

＊

査国と地理的にも離れて いること、気候や宗教的背景

の違い などから相違が大きくなっ たものと考え られた。

蘭
3’
　 日本　　韓国　　 中国　　台湾　　 タイ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （α＝O．740）

図4 　黒色の上質性 （は りつ めた　ゆ っ くりした、洗練

　　 さ れ た　粗野な、高級な
一低級な 、 は っ き りした

　　
一

ぼんや りした、良 い
一

悪 い ）に対す る イ メージ

　　 得点 （各国 の 間有意差あ り、
＊

p ＜ 0．01 ）

＊　＊

♪

　 　 　 　 　 　 　 雫　率

皆［ 畴
」’尸、

蓄

置 i^
置

 
ぎ3

覧

1
ゴ’

堤 r 旨
・

【
r

…

’　．．．． ト 蹇「 下 …1 　 …

．．　 〆
／

．　　　」 ／げ

3 ，2 黒色か ら運想された食品とそのイメ ージ

　色の イメージは、各人がその色から何を連想 した か

に よ っ ても大き く異なる 。 わが国では、現在、黒い食

品 に対す る関心 と ニ
ー

ズ が高ま っ て い る こ ともあり、

連想するも の を食品に限定 し、黒か ら連想される食物

と、連想された食品の イメージに つ い て調 べ 、それ ら

が各 国の若者にどの よ うに受け止められて い る のか

を比較した 。

　黒か ら運想ずる食品を、5 つ を限度に 自由に挙げて

も ら っ た ところ、連想された食品の種類 （
一

人当たり）

は 日本人が最 も多く （平均 ；日本3．8、韓国25 、中国

2．3、台湾 2．8、タイ3．6）、現代の 日本の黒い食品の

ブー
ムを反映 した結果とな っ た 。

　連想さ れた食晶の うち上位 7食品を挙げ て みると、

表4 に 示すように 、「日本」では黒豆 、海苔 、ひ じき、昆

布の ように、豆 類、海藻類が多く、まさ に健康食とし

て現在、注目されている食品が挙 げられ て いた。「韓国」

で は黒米、ジ ャ
ージ ャ ン 麺、海苔巻き と 、日常の食生

活で食べ られているもの が挙げられ て い る 。 「タイ」で

は チ ョ コ レ
ー

ト、Pelk　Poon （焼き菓子）、Chao 　Guao

（仙草ゼ 1丿
一

入 り飲料）、Gala　mae （キ ャ ラ メル）、コ

ー
ヒ
ー

など、他の 国と異な り嗜好品が多か っ た 。 中 国

は韓国と、台湾 は日本 と類似した食べ物が挙げ られ て

お り、それ ぞれの 国の食文化を反映 した結 果 とな り、

先の黒 の イメージにおけ る 、日本と韓国、中国 と台湾
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韓国 中国 台湾　 　　 　　タイ

　 〔a ≡O．65S ）

図5　黒色 の 重厚性 （厚 い ．．薄い 、大人 っ ぽい一
子供 っ

　　 ぽ い 、重 い
一

軽い ）に 関 す る イメージ得点 （
“

p ＜
　 　 　 　 　 ま ＊

　　 O．05 ，　 p＜ 0．01 ）

三二：＝＝＝1148

台 湾　 　 eイ

図6　黒色 の イメ
ー

ジに有意差の あ っ た形容詞の 数の比較
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におけるとは異な っ て い た。

　食文化に つ いて は、自然環境や、流通、交易など に

よ っ て その土地で手に入る食材が大きな影響を与え

る 。 例えば黒豆は、気候上 の 関係で タイ で は生産 され

て いない し、海苔は日本や韓国な どこ く限定された地

域で しか食べ られていない 。 また、黒ゴメは日本では、

健康ブーム の 中で 生産量が高くな っ て き て は い る も

の の貫重なもの で ある。つ ま り、彼 らが挙げた食品は、

各国の食文化の中で重要な位置を占め て きた食品で

あるこ とが理解される。一
方、チ ョ コ レ

ー
トと コ

ー
ヒ

ーは4 つ の 国で共通 して挙げ られていたが、これ らの

食品は、現代の若者にと っ て国を越えた身近な嗜好食

品で あるこ とが理解される e

　こ れ らの 黒い食品に つ い て の イメ
ー

ジを、表 2に示

す 5 つ の形容詞対を用 い て調 べ たとこ ろ、い ずれの 国

におい ても、図7 に示すように、「健康によ い 」と、「高

い」、「身近な」イメ
ー

ジがもたれていた。特に、わが国

では、健康イメ ージ得点が他の国に比 して高い に も か

かわ らず 「まずい」、「高い」イメ
ー

ジが強 く、まさに現

代の健康嗜好 と黒 い食品 との 関係を反 映 した結果 で

あ っ た 。 また、韓国では、ジ ャ
ージ ャ ン 麺 や海苔巻な

ど日常生活で食べ られ て い る料理が多か っ た こ とか

ら、身近さの得点が高くな っ たものと思われる。タイ

では、菓子類が多か っ たためか 、他の国では見 られな

い 安さ の イメージ得点が高か っ た。

　黒のイメ
ー

ジ調査とは用いた形容詞対が異なるので

直接比較はできな いが、黒のイメ
ージを構成 していた

因子、剛質 1生、上質性、重厚性、を考えた時、黒い 食品

に対 して各 国共 通 して挙 げられた 「身近さ」はむ しろ

表4　黒色か ら連想された食品 （各国上位7食品）

日本 韓 国 中国 台湾 タイ

豆 類 黒豆

小豆

海藻類 海 苔

ひ じき

毘布

種実 類 黒ご ま

穀類 黒米

ジ ヤ
ー

ジ ヤン麺

海苔 巻き

黒ご ま粥

菓子類 于 ヨ コレ
ート

瓜子

コ コ ア ク ッ キ
ー

Pelk　PODnChaD
　GuaoG

自1臼 ma 巳

嗜好飲料 コ
ー

ヒ
ー

調 味料 醤油

そ の 他 い か すみ

黒のイメ
ージとは相反するイメージであることが理解

される 。 但し、「健康によ い」や 「高い」は、上質性とは

結びつ くもの で あ っ た。

　以上の こ とか ら総合的に考えてみると、一般的な黒

に対する色彩感橘 （黒色の イメージ）は、文化や地理的

条件、時代を越え、その色か ら大多数の人が共通して

思い浮か べ る抽象的なもの （闇や夜などの negative な

感情）が反映されて いるも の と考えられる。

　 しか し、具体的な物に限定 して その色のイメ
ー

ジを

調べ ると、それぞれの文化や日常生活の中で人々がそ

の物とどのよ うに関わ っ てきたか、つ ま り、個人 の 記

11

憲や生活体験がそのイメージの大きな決定要因とな っ

て いる こ とが理解される。

　従 っ て、例えばBirrenは、黒は食欲を減退 させ食品

として 好ましくない色としたが、本調査 で明らかにな

っ たよ うに、必ず しも黒は食品として好ま しくない色

でも、食欲を減退さぜる色でもない 。

　そ の 色が どの よ うな も の （テ ープル ク ロ ス 、食器、

食品）に使用されるのか、具体的な物に限定 して、そ

の時代背景 や文化的背景を含めて調 べ たほうが、より

実際的 で 有 益 な結果 が 得 られ る も の と考え る 。

今後、今回得 られた知見を参考にして 、色彩と食の関

わ りに つ いてさ らに研究を進めていきたい と考えて

いる 。

4．要約

　東アジアに位置す る日本、韓国 、中国、台湾、タイ

の 若者たちを対象に 、黒色 に対するイメージを調 べ た

ところ、文化的 つ ながりの深い日本 と韓国 、中国 と台

湾におい ては類似点が多かっ たが、地理的 ・宗教的背

景にお い て 異なる点が多い タイは、他の4か国とは異

な っ て い た。

　黒色か ら運想された食品は、い ずれ の 国にお い て も

身近 で 健康 に 良 い もの と い うイメ ージ が 強 く、そ の 国

　　　　 綿 「一　 か 劉 　 や や 　轍 ア　 や や 　 か u−一） lezalz

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日本 　　　
’髄”醜’■■■■■■

韓国

　 　 　 　 　
一一一一一一

　中国 　 　 　
一’一’一

台湾

　 　 　 　 　 一一一一 タイ

図7　黒色食品の イ メージ得点
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の食文化を反映 した結果 とな っ た。しか し、黒い食品

のイメージは、黒から連想されたイメ
ージとは異な っ

て いた。
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